
 夏休みを終えて ～実り多い２学期に向けて～ 

長かった夏休みも終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。夏休み期間中、保護者・

地域の皆様には子どもたちの安全な生活のために温かく見守っていただき、心より感謝申し上げます。 

今年の夏も猛暑が続きましたが、子どもたちはそれぞれの家庭や地域で、普段はできないさまざま

な体験をしたことと思います。家族との旅行や帰省、地域行事への参加、読書や自由研究、スポーツや

習い事への挑戦など、一人一人が貴重な経験を積み重ねてきたことでしょう。そうした経験は、教室の

中だけでは得られない学びとなり、子どもたちの心や視野を大きく広げてくれます。 

また、夏休みは子どもたちが自分で考え、計画し、行動する力を育む機会でもあります。毎日の生活

リズムを整えることや、決められた課題に取り組むこと、家族の一員として家庭の仕事をすることな

どを通して、責任感や自主性も培われたことと思います。ぜひ、ご家庭での頑張りや成長について、お

子様と振り返りながら話題にしていただければ幸いです。 

さて、今日から２学期が始まります。２学期は、運動会や学習発表会など、多くの行事や学習活動が

予定されています。子どもたちは仲間と協力しながら目標に向かって努力する中で、多くの成功体験

や時には失敗から学ぶ経験を重ね、大きく成長していきます。 

２学期のスタートにあたり、子どもたちに三つのことを大切にしてほしいと願っています。 

一つ目は、「感謝を言葉にすること」です。「ありがとう」の一言は、自分も相手も温かい気持ちにし

ます。二つ目は、「挑戦すること」です。失敗を恐れず一歩踏み出すことで、新しい自分と出会うこと

ができます。三つ目は、「つながりを大切にすること」です。友達や家族、地域の方々との関わりを大

切にし、互いを思いやる心を育んでほしいと願っています。 

二学期は一年の中でも最も長く、子どもたちが大きく伸びる学期です。教職員一同、一人一人の成長

を支え、子どもたちが「学校が楽しい」「頑張ってよかった」と実感できる毎日をつくってまいります。 

今学期も、保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

京都市立嵐山小学校  鎌田 真行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年８月２６日 
京都市立嵐山小学校 
校 長  鎌田 真行 

 

学校教育目標   自ら関わり、ともに支えあい  

自ら学びにチャレンジする子どもの育成 

～友だち大すき 学校大すき 地域大すき 嵐山の子～ 

京都嵯峨学園授業研修会 
 

8月２１日（金）、嵯峨小学校・嵐山小学校・広沢小学校・嵯峨中学校の京都嵯峨学園の４つの学校

の教職員が広沢小学校に集まり夏季研修会を行いました。今年度も講師の先生をお招きし、生徒指導

について学びました。子どもたち一人一人が「自分が何をしたいのか」「何をすべきか」主体的に自己

の目標を選択、設定し、目標達成に向けて自ら行動できるよう、より良い支援者であるために学校では

さらに研鑽を積む必要があることを研修で再確認しました。 

９月には小学校の公開授業で４校の教職員が集まって研修を行います。今後も子ども達の９年間の

学びのために、４校の教職員で共に歩んでいきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夏休み明け生活調べ 
夏休み明けの生活リズムを整えるために、８

月２７日（木）～９月２日（水）まで「生活調

べ」に取り組みます。生活調べを始めるにあた

り、子どもたちは、早寝早起き、朝ごはんをし

っかり食べる等、目標を一つ決めます。 

規則正しい生活を送るために何を心がける

とよいのかを子どもたちが考え、実践できるよ

うな機会としたいと考えています。お家でもお

声がけをよろしくお願いします。 

人権教育授業参観 

 学校では自分やまわりの人を大切にするために、

児童が人権について考えを深める人権教育に取り

組んでいます。 

今年度は、9月１１日（金）５時間目に人権教育

授業参観を実施します。詳細につきましては、別紙

にてお知らせします。人権教育授業の後、ご家庭で

も、お子さんと人権教育授業について話題に挙げ

ていただけますと幸いです。 


